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   The partition chromatography designed by Martin and Synge, and the paper partition 
chromatography generalized by Consden, Gordon and Martin in 1949 have caused excellent 
results in various fields of science. Moreover since the first introduction of the detailed 
techniques by Hagioka in 1949, many investigations, using this method, have been made. 
   With the cosideration that the correlation, if any, would be found out between the 
 amount of free amino acids in the tuberculous focus and that in other tissue, many  ex-
periments were done for several years by using the paper partition chromatography and 
revealed the facts described in the following three parts. 
 In this part of the report, the basic experiment o paper partition chromatography and 
the method adopted by this author are described, and then the free amino acids within 
the cavity tissue of thirty kidneys extirpated under the diagnosis of kidney tuberculosis 
are qualitatively distinguished by applying the two dimension method of paper partition 
chromatography. 
   The following fifteen free amino acids could be easily recognized asparatic acid, 
glutamic acid, tyrosine, serine, valine, leucine, alanine, threonine, glycine, phenylalanine 
and arginine, 
   Six amino acids of cystine, proline, histidine, lysine, phenylalanine and arginine are 
easily fluctuated when the condition varies. 
   In the  ten extirpated tuberculous kidneys the free amino acids contained only in the 
caseous substance of its kidney were distinctly observed by the same way, and they were 
serine, glutamic acid, asparatic acid, alanine, glycine, tyrosine, valine, threonine, cystine, 
phenylanine, proline, leucine, histidine and methionine. 
   The seven amino acids after threonine in the above described amino acids appear in 





めて粉糖 を用いて クロロフィル の分析 を行 い,
次いでKuhnが 炭酸 石灰を用 いて卵黄 色素 の
LuteinとZeaxanthinとの分離 に成功 して以
来 その価値 が再認識 され て広 く各方面 に利 用せ
られ るに到つた.最 近MartinandSyngeは
partition¢hromatographyなる ものを考 案
した.此 の方法 に よると被 検液 中の成分 は,水
相 と非水 相 との間 に分 配せ られ る分配係数 の相
違 に基.いて分 離せ られ る 更 に1944年になつ て
Consden,GotdonandMartinはCellulose
を濾紙 の形 で水 相保持 の定常相 として利 用す る
利点 を見 出 した.本 法 の原理 を応用 して最 も普
通に用い られ つつ あ るものがpaperPartition
chromatographyであ る.
本 邦に あつ ては1949年,蕨岡に より欧米 の本
操作が詳細に報告 され てその応 用範 囲の広汎 な
点が注 目され て以来,各 界 にあつて本法 応用 に
よる研究業 籏が挙 げ られ て来 た.
私 は此 のpaperpartitionchromatogra-
phyを応用 して腎結核 感染 巣 と組織 内遊 離ア ミ
ノ酸 の変動 との間 に,何 等 かの相関関係 を見 出
し得 る もの と考 え数 軍来此 の研 究に従事 して来
て,一 応 の結論 を得 たので此処 にその成績を一
括報告す る次第 である.荷 本実験 を述べ るに あ
た り便宜上下 記の3編 に分 ち各項 にあつ てその









paperpartitionchrornatographyに使 用 す る濾
紙 の 性 質 は そ の成 果 に 極 め て重 要 な意 義 を 有 す る事
は 論 を また な い.伝 聞 す る所 に よる とWhatman濾
紙No,1,2,3,或 をよSchleicherandSchu11濾紙
No,597等の 極 め て優 秀 な濾紙 の存 在 が あ るが,実
際当事者にとってこれをそのまま使用するわけにはゆ





















































一〉アル コPル を 加 え て遠 湧
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を決定した.以 後のRf値 はすべて 此の方法で算出




























実 験 成 績
実験 材 料 並 に 実験 方 法
臨 床 的 に 腎臓 結 核 の診 断 の下 に別 出せ られ た結 核 罹
患 腎 に 於 い て,結 核 性 空 洞 形 成 の単 発 せ る所 を選 び,
空 洞 壁 を1～2mmお い て空 洞 周 囲組 織 よ りそ れ ぞ
れ2,0gを 秤 量 し て採 取 した.此 の 組織 を前 述 ぜ る如
く処 理 精 製 して遊 離 ア ミノ酸 を抽 出 し,そ の0.05cc
を最 大 容 量 と して試 料 に供 した.又 定 型 的 乾 酪 様物 質
を 包含 す る腎 にあ つ ては そ の5.Occを 吸 引 採 取 先述
の如 く処 理 して 同様 試 料 と した .
実 験 成績
濾 紙 上 に 明 らか に分 離 し得 た遊 離 ア ミ ノ酸 は表4に
示 す 如 く15種で あっ た.そ の種 類 は 必 発す る も のか ら
た だ1例 のみ に認 め得 た も の迄 含 め て15種で あ る.即
ち必 発 した ア ミノ酸 と して はAsparaticAcid,Glut-
amicAcidの2種 であ り,他 は30例す べ て に於 い て
認 め る と云 うわ け では なか つ た,頻 度 の多 い もの か ら・





alanine,Arginine各1/30であ る.尚 判 定 し得 な
いspotと し て7～1ケ の表 示 す るが 如 きRf値 を 得
た.(表 に示 すは0,以 下 の数 値 で あ る.表 の都 合 で
省 略す る.)
次にその発色度であるが表申(5)に示した通 りであ






























本項 におい ては,腎 臓結核 の診 断の下に手術
的に別 出せ られた腎組織 中空洞形 成を認 めた30
例について,空 洞組織を含 む腎組織 内 の遊離 ア
ミ ノ酸の分布 を二次元 ペーパ ー クロマ トグ ラフ
イーを応 用 して追求 し,文 定型 的乾 酪様物質 を
包含せ る腎10例を選ん でその乾酪 様物質に含 ま
れる遊離 ア ミノ酸 の分 布を追求 した.
元来 ア ミノ酸の種 類 として従来 の 交献 による
と大体に於 い て ド記 の如 く5大 別 し得 る.
1)蛋白質構 成ア ミノ酸.
2)蛋白質の成分 とされ たがその常成分 と して
は疑 わ しいか,あ るいはその存 在 の疑 わ し
いア ミノ酸.
3)蛋白質以 外か ら分離 された天然ア ミ ノ酸及
び二 次的 に生 成 し得 るア ミノ酸.
4)α一ア ミノ酸以外 のア ミノ酸.
5)存在 の主張が不 充分 な その他 のア ミノ酸.
私 の実験 に於い て対象 とな るア ミノ酸は第一
項 に属す る蛋 白質構 成 ア ミノ酸 で ある.此 のi蛋
白質 を構成す るア ミノ酸 として認 め られ ている
ものは20乃至22種が普 通に挙 げ られてい る.そ
の中蛋 白加水分解 物 としての存在 に疑 念を挿む
余地 のない蛋 白性 ア ミノ酸 としては下記 の18種





Threonine(蛋白 中におけ る発見年代順)以 上
18種である.
扱 て此処 に結核 に罹患 した腎組織,特 に空洞
形成 を生 じた様 な腎組織 内に於け る蛋 白分解 の
結果生 じて来 た遊離ア ミノ酸 は如何 なる種類 を
証明 し得 るだ ろ うか.蛋 白質 はPepsin,Pap-
ainの様なProteinaseによつ て分解 され る事
は衆知 の事実 であ るが,結 核感 染に よる組織蛋
白の破壊,融 解の結 果可成 り多 くの遊離ア ミノ
酸が証明 され て良い筈 である.外 松 に よると確
367





と発表 してい る.私 が30例の結核 腎組 織 よ り確







の遊離iアミノ酸 の出現 頻度 は先 に表 示 した通 り
で あつ て,全 例 に認 め得た もの と各1例 つ つを
認 めた3種 迄 であ る.
又ア ミノ酸 のspotの 呈色度,並 に判定 し難
いspotは 表 を御参考願 いたい.決 定 し難 かつ
たspotは 充分 に除蛋 白除塩 を行 つたが,や は
り狭雑部,ポ リペプチ ド等 の存在 による ものだ
ろうと推察す る.
以上 の確認 し得 たspotよ り腎 空洞組織 に含
まれ る遊離 ア ミノ酸 は所謂蛋 白構 成ア ミノ酸 と
して認 め られ て居 る18種のア ミノ酸 を殆 ん ど含
有す ると云 う事 実を確 めた.ただCystine3/30,
Proline,Histidine,Lysineのそれ ぞれ2/30,
Phenylalanine,Arginineの各1/30の6種
はその頻度か ら云つ て少数例 であつた.こ の6
種 のア ミノ酸 は残余 のア ミノ酸 に比 して条 件如
何 によつ て変 動性大 なる遊離 ア ミノ酸 であろ う
と推 察 され る
次に別出腎に於 ける乾酪様物質 のみに含 まれ
る遊 離ア ミノ酸 の分布 はAsparaticAcid以下
表 示の如 く14種を確認 した.元 来乾酪様物質 の
主体 をなす ものは,白 血球 の集 中侵潤 に よる組
織 の蛋 白分解 の激化,更 に進 んで 白血球 の崩解
産物,組 織 の融解壊死 片等 で あるか ら より多
くの遊 離 ア ミ ノ酸 を同 定 蔓得 る もの と考 えた
が,結 果 は必ず しも一致せず,む しろ空洞 周囲
組織 内ア ミノ酸 よ り少 い種類 のア ミノ酸 しか確
認 し得 なかつた.此 の事 は組織 の蛋 白分解,更
に進 んで 自己融解,壊 死巣 とその変化 の進行に
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つれ てかか る結 果 を招来 した ものだ ろうと考 え
る.玉 置に依 る と整形外科領域 におい て,寒 性




の相対量 が 多い と結論 して居 る.術 叉寒性膿瘍
が痩孔 を形 成 して外界 と交通 し混合感染 を証 明
し得 た例 に於い ては,そ の含 まれ る 遊離ア ミ
ノ酸 の種類 は,閉 鎖性膿瘍 に 比 して 質的 に多
くのア ミノ酸 を証 明 して居 る.腎 結 核に於け る
'乾酪様物質 は,白 血球残 査,破 壊 産物,結 核菌
をその主成分 とし所謂二 次感染,混 合 感染 と云
う事 は殆 ん ど考 え られ ない.そ の結 果此 の乾 酪
様物質か ら得 られ たア ミ ノ酸 はあ く迄生 体内で







1)腎 臓 結 核 捌 出 腎30例 を 選 び,そ の 空 洞 組 織
内 遊 離 ア ミ ノ酸 をpaperpartitionchroma-
tography二次 元 法 を 応 用 し て 下 記 の ア ミ ノ酸







Phenylalanine,Arginineの6種は 条 件 如 何
に よ つ て 変 動 性 大 な る 遊 離 ア ミ ノ酸 で あ ろ う と
推 察 さ れ る.
3)捌 出 腎 中10例 を 選 び乾 酪 物 質 の み に 含 ま れ






4)乾酪 様物質 に含 まれ る遊離ア ミ ノ酸 はその
頻度 に 於 い て,確 認 しー得 た種i類に つ い ては
Threonine以下7種 は極め て少であ り,そ のi蛋
白分解 の段 階に よ り各 々異 り,質 的,量 的に変
動 のあ る事 が うかがわれ る.
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Table5.00LOROFSPOT
CAVERNWALLONRENALTUBERCULOS工S
(CLINICALCASES)
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Aspa.Acid
Glut.Acid
Serille
Tyrosine
Proline
Valiコe
Leuci血e
Alanine
Histid1ne
Glyci・ne
Cystine
'llireonine
Phenylalanine
Lysine
Arginine
Table7.COLOROFSPOT
CASEOUSSUBSTANCEOFRENAL
TUBERCULOSIS(CLINICALCASES)
(冊)1(")t(+)
15
18
5
3
0
11
5
0
0
0
0
3
0
0
0
9
11
8
10
1
8
3
0
5
0
5
0
0
0
6
1
11
11
0
5
5
14
1
5
1
7
1
2
1
1(±)}
0
0
0
1
1
0
0
0
1
0
2
0
0
0
0
30
30
24
25
2
24
22
17
2
10
3
15
1
2
1
1(+"一)1(副(+)1(±)i
Serine
Glut.Acid
Asp.Acid
Alanine
Glycine
Tyrosine
Valine
Threonine
Cystille
Phenylalanine
Proline
Leucine
Histidine
Methionine
0
⊇
呂
:
含
陪
ま
0
4
1
4
1
3
0
2
3
0
0
0
1
0
1
5
1
0
5
3
5
3
0
2
2
1
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
9
』8
5
6
6
5
5
3
2
2
1
1
1
1
Table6。
FREEAMINOACIDSOFCASEOUSSUBSTANCE.(CLINICALCASES)
1・1・1・1・
Asp.Acid
Glut.Acid
Serine
Tyrosine
Proline
Valine
Leucine
Alanine
Histidine
Glycine
Cystine
Threりnine
Phenylalanine
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1-
1+
(昔)
6/10
8/10
9/10
5/10
1/10
5/10
1/10
6/10
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6/10
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3/10
2/10
1/10
